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1.はじめに 

中津干潟は、図-1に示すように豊前海に面した山

国川の河口に形成された干潟であり、有明干潟に次

ぐ規模を有している。そこには、アオギスやカブト

ガニなど希少な生物が生息し、アサリなどの漁業資

源も豊富な豊かな生態系を有する海であった。しか

し、高度成長期以降アサリの漁獲量は年々下降して

おり、漁業資源の枯渇が心配されている。この原因

については、乱獲や瀬戸内海の水質基準の厳格化に

よる栄養塩の減少などがあげられているが、その一

つに土砂供給の減少による干潟の底質変化があげら

れる。 

中津干潟の底質の大部分は、大分県と福岡県の県

境から中津市に流れる山国川から供給されていると

考えられる。この山国川の上流に耶馬溪ダム、下流

域に河口堰を建設したことから、山国川による土砂

供給、なかでも粗粒子成分の供給が減少し、その結

果として干潟が砂質から泥質に変化したことが推測

できる。 

現在、中津干潟は地域の NPO が中心となり、干

潟の保全・再生の活動に取り組んでおり 1,2)、市民の

干潟をまもる意識が高まっているとともに、希少な

生物も復活しつつある。しかしながら、物理的な土

砂の動態を捉えた研究は少なく、干潟の土砂動態は

明になっていない。 

本研究では、山国川から供給される土砂量を測定

するための基礎的調査として、中津干潟における地

盤高の測定を行い、土砂の堆積状況を調べた。 

2.調査方法 

調査は 2014 年 5 月 29 日～31 日および 2014 年 9

月 9 日～11 日の 2 回実施した。この 2 回の調査結果

を比較することで、梅雨と台風来襲で生じる出水に

よる土砂の堆積状況の変化を明らかにすることを目

指した。なお、6 月から 8 月の中津市における降水

量は 663.5mm であった。 

調査には ADCP を 2 機用い、深浅測量を実施し

た。1 機は岸から沖合 1km 程度の浅い部分において、

図-1(b)に示すような岸沖方向の 14 本の測線を計測

した。もう 1 機は、沖合 1km～2km の範囲において、

汀線方向に 4 本の測線を計測した。 

3. 調査結果 

図-2に深浅測量の結果を示す。図の黒線は船の軌

跡を示している。この図から、岸から 1km 以上にわ

たり、干潟が続いている様子がわかる。また、5 月

に比べて 9 月は全体的に地盤高が下がっている様子

がうかがえる。なお図 2(b)において、山国川河口沖

の付近にスポット的に深い部分がみられる。これは、
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小祝漁港の航路を確保するために浚渫した結果生じ

たものである。図-2(a)には、この深い部分は確認

できないが、この理由は 5 月の観測では、この浚渫

部分を調査船が通過しなかったため、急深部を捉え

ることができなかったものと考えられる。 

図-3は、図-1(b)に示している代表的な 3 つの測

線において、その断面変化を抜き出したものである。

図-3から、中津干潟では全体的に浸食の傾向にあっ

たことがうかがえる。特に測線⑧の岸から 600m 以

上の地点では、50cm 程度の浸食が確認されている。 

4．おわりに 

中津干潟において、梅雨と台風来襲を挟んで 2 回

深浅測量を実施した。その結果、干潟の全体的な構

造が明らかになった。また、5 月に比べて 9 月の地

盤高が下がっており、2014 年のこの時期は浸食の傾

向にあったことが明らかになった。 

今後は継続的な調査を行うとともに、河川からの

土砂供給量を測定したうえで、海象条件、数値シミ

ュレーションなどから総合的に土砂動態を検討した

い。 

 

 

図-2 深浅測量の調査結果 

 

 

 

図-3 主な側線の縦断面変化 
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